
北条節句まつりで厳かに奉納された「浦安の舞」

本定例会は、3月1日豺から24日貉にわたり、本会議、委員会にお

いて慎重に審議を行いました。財政再建を重点課題とした平成16年度

各会計予算案を中心に市長から提案のありました33件の議案等につい

て慎重審議を行いすべて可決いたしました。

また、市政に対してあらゆる角度から一般質問を行い、市民の暮ら

しを見つめた論戦が展開されました。

CONTENTS
2～4 主な一般質問と答弁
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6 ちびっ子議員登場・議案第3号付帯決議

198回定例会を開催、平成16年度予算を審議



そ
の
後
野
焼
き
が
禁
止
さ
れ
週
２

回
収
集
の
昨
今
、
無
料
券
に
加
え

１
枚
１
０
０
円
の
有
料
券
を
購
入

す
る
家
庭
が
激
増
し
て
い
る
。
規

定
を
超
え
る
袋
が
増
え
、
袋
の
統

一
は
必
要
不
可
欠
。
シ
ー
ル
券
の

経
費
は
、
印
刷
経
費
、
仕
分
け
経

費
、
配
布
経
費
等
も
含
め
て
約
３

０
０
万
円
。
収
集
処
理
経
費
も

年
々
か
さ
む
な
か
袋
の
統
一
と
あ

わ
せ
て
有
料
化
を
考
え
て
い
る
。

メ
リ
ッ
ト
は
、
ま
ず
ゴ
ミ
の
減

量
効
果
。
そ
の
他
、
シ
ー
ル
券
の

購
入
や
年
度
に
と
ら
わ
れ
ず
に
済

む
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
ま

た
所
帯
分
離
の
不
公
平
感
、
区
長

さ
ん
等
の
手
間
も
な
く
な
る
。
何

種
類
か
の
袋
で
ゴ
ミ
の
量
に
合
っ

た
使
い
分
け
が
で
き
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
防
止
袋
の
導
入
も
可
能
。
行

政
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
大
き
く
重
い

袋
の
除
外
、
年
度
チ
ェ
ッ
ク
の
省

略
、
シ
ー
ル
券
経
費
の
削
減
、
市

外
の
ゴ
ミ
の
排
除
な
ど
が
あ
る
。

袋
の
料
金
、
種
類
、
販
売
方

法
・
場
所
、
減
免
制
度
、
市
民
へ

の
理
解
の
求
め
方
、
不
法
投
棄
対

策
な
ど
の
検
討
課
題
は
あ
る
が
、

す
べ
て
白
紙
の
状
態
。
施
行
ま
で

の
２
年
間
、
市
民
の
声
や
意
見
を

十
分
聞
き
、
反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
。

平
成
18
年
度
か
ら
指

定
袋
制
度
に
よ
る
収

集
が
行
政
改
革
の
中
に
う
た
わ

れ
て
い
る
。
2
年
間
ど
の
よ
う

に
し
て
指
定
袋
制
に
移
行
さ
れ

て
い
く
の
か
。

二
年
後
の
ゴ
ミ
指
定
袋
制

導
入
の
内
容
は
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平成13年6月から15年12月までの会議録は、http://www.kaigiroku.net/kensaku/kasai/kasai.htmlでご覧いただけます。
また、過去の会議録は、市立図書館で閲覧できます。

の
用
意
の
呼
び
か
け
、
ガ
ー
ド
マ

ン
の
手
配
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
の
ゴ

ミ
出
し
を
徹
底
し
、
持
込
の
自
粛

の
呼
び
か
け
、
計
量
器
の
リ
ー
ス

や
増
設
、
計
測
周
り
の
動
線
の
改

善
な
ど
を
検
討
し
、
通
常
収
集
の

方
向
に
向
け
て
考
え
た
い
。

昨
年
末
、
家
庭
ゴ
ミ

は
26
日
が
最
後
の
収

集
日
で
、
そ
れ
以
降
は
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
が
大
変
込
み
合
っ

た
。
大
半
の
近
隣
市
は
30
日
ま

で
、
ま
た
姫
路
市
は
31
日
ま
で

収
集
。
加
西
市
も
可
燃
ゴ
ミ
だ

け
30
日
を
臨
時
的
に
市
内
一
斉

収
集
日
に
で
き
な
い
か
。

Ｑ 年
末
の
ご
み
収
集
に
つ
い
て

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

受
入
れ
は
、
例
年
と
同

様
29
、
30
日
の
２
日
間
稼
働
。
２

日
間
で
ゴ
ミ
の
量
が
昨
年
比
そ
れ

ぞ
れ
４
割
増
、
６
割
増
。
特
に
、

車
の
渋
滞
が
一
時
３
０
０
メ
ー
ト

ル
を
超
え
、
剣
坂
町
の
交
差
点
ま

で
達
し
、
本
庁
の
職
員
も
手
伝
い

乗
り
切
っ
た
。
29
、
30
日
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
収
集
も
検
討
し
た
が
、
加

西
市
の
場
合
パ
ッ
カ
ー
車
が
収
集

後
セ
ン
タ
ー
の
中
へ
簡
単
に
入
れ

な
い
の
で
断
念
し
た
。
小
野
市
と

西
脇
市
は
車
の
台
数
が
加
西
市
の

約
半
分
、
三
木
市
は
ス
ケ
ー
ル
計

り
が
２
台
あ
り
場
内
処
理
が
ス
ム

ー
ズ
な
ど
の
理
由
で
収
集
が
可
能

な
よ
う
だ
。

今
後
は
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を

活
用
、
昼
休
み
の
交
代
制
、
小
銭

Ａ

シ
ー
ル
券
制
度
は
、
開

始
し
た
平
成
６
年
度
は

約
20
％
の
ゴ
ミ
量
が
減
少
し
た
。

ＱＡ
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初
は
派
遣
可
能
と
の
話
だ
っ
た
が
、

予
定
さ
れ
て
い
た
神
経
内
科
医
の

海
外
留
学
と
臨
床
研
修
制
度
に
伴

う
急
激
な
勤
務
医
不
足
に
よ
り
、

何
度
も
交
渉
や
陳
情
は
重
ね
た
が

神
経
内
科
を
継
続
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

神
経
内
科
の
一
時
休
診
が
決
ま

る
に
あ
た
り
、
患
者
様
へ
の
ご
迷

惑
を
軽
減
す
る
た
め
の
病
院
の
対

応
策
と
し
て
、
入
院
を
必
要
と
す

る
方
は
内
科
に
入
院
し
て
い
た
だ

く
。
神
戸
大
学
の
神
経
内
科
部
門

の
ト
ッ
プ
の
助
教
授
に
週
１
度
加

西
病
院
の
神
経
内
科
の
回
診
と
診

断
治
療
を
お
願
い
し
、
受
諾
を
得

て
い
る
。
ま
た
、
も
う
１
人
、
神

経
内
科
専
門
医
も
回
診
す
る
。
主

治
医
は
内
科
医
が
担
当
し
、
外
来

は
、
内
科
の
初
診
、
再
来
で
診
察

す
る
。
ま
た
、
神
経
内
科
専
門
医

の
外
来
対
診
も
予
約
診
と
し
て
予

定
し
て
い
る
。

今
後
も
、
診
療
所
の
手
に
余
る

重
症
は
引
き
受
け
る
方
針
。
こ
の

た
び
の
こ
と
に
関
し
て
も
、
加
西

医
師
会
へ
も
協
力
要
請
を
し
て
い

る
。
神
経
内
科
疾
患
に
限
ら
ず
、

急
性
の
変
化
や
重
症
疾
患
は
加
西

病
院
で
診
る
。
軽
症
疾
患
や
安
定

し
た
患
者
様
は
診
療
所
の
か
か
り

な
ぜ
2
人
の
常
勤
医

が
同
時
に
退
職
さ
れ

る
の
か
。
2
人
の
常
勤
医
の
慰

留
に
努
め
な
か
っ
た
の
か
。
大

学
側
へ
は
、
常
勤
医
確
保
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
を

さ
れ
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
の
経

過
の
説
明
を
求
め
る
。

加
西
病
院
の
神
経
内
科

の
休
診
に
つ
い
て

Ｑ
医
師
の
採
用
に
つ
い
て

は
、
特
に
市
立
病
院
の

医
者
は
公
務
員
な
の
で
、
個
人
的

な
つ
な
が
り
で
採
用
す
る
の
で
は

な
く
、
責
任
を
持
っ
て
く
れ
る
大

学
医
局
か
ら
の
派
遣
を
望
ん
で
い

る
。
退
職
後
の
復
職
を
保
障
す
る

制
度
は
な
く
、
退
職
は
本
人
の
意

思
に
基
づ
く
も
の
で
、
慰
留
は
し

た
が
、
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
た
。

神
経
内
科
医
は
辞
め
る
に
あ
た
っ

て
、
個
人
的
に
１
人
の
後
任
候
補

を
推
薦
さ
れ
た
が
、
正
式
な
大
学

医
局
か
ら
の
推
薦
で
は
な
く
、
人

事
の
総
合
性
を
考
慮
し
た
上
で
採

用
し
て
い
な
い
。
医
局
に
も
相
談

は
し
た
が
、
神
経
内
科
の
補
充
に

つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
に
な
る
と

は
考
え
て
お
ら
ず
、
や
り
く
り
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
最

北
条
駅
周
辺
第
1

種
市
街
地
再
開
発

事
業
と
し
て
、
約
75
億
円
を
か

け
て
、
平
成
15
年
3
月
に
華
々

し
く
オ
ー
プ
ン
を
し
て
約
１

年
。
ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
に
出

店
さ
れ
て
い
た
店
舗
が
6
店
も

退
去
さ
れ
た
と
聞
く
。そ
の
後
、

現
在
の
テ
ナ
ン
ト
の
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
現

状
を
加
西
市
と
し
て
は
ど
う
受

け
と
め
対
応
し
て
い
く
の
か
。

Ｑ ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
に
つ
い
て

ア
ス
テ
ィ
ア
か
さ
い
は

オ
ー
プ
ン
時
に
は
商
業

ゾ
ー
ン
に
４
区
画
が
残
っ
て
い
て
、

そ
の
後
８
区
画
が
撤
退
。
ま
た
２

区
画
が
入
店
、
現
在
10
区
画
が
空

店
舗
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
。

現
在
催
事
等
で
有
効
活
用
に
努
め

て
い
る
。
こ
の
空
き
区
画
に
つ
い

て
は
、
市
長
の
陣
頭
指
揮
の
上
、

市
と
管
理
会
社
が
一
丸
と
な
っ
て

テ
ナ
ン
ト
リ
ー
シ
ン
グ
に
努
め
て

お
り
、
現
在
交
渉
中
の
テ
ナ
ン
ト

も
あ
る
。

Ａ

Ａ

家
族
構
成
や
住
宅
環

境
の
変
化
に
対
応
し

て
市
営
の
葬
儀
会
館
を
設
置
で

き
な
い
か
。

Ｑ 葬
儀
場
に
つ
い
て

公
的
葬
儀
会
館
は
、
近

隣
で
は
姫
路
市
だ
け
が

名
古
山
霊
園
で
葬
儀
会
館
と
し
て

場
所
を
提
供
し
、
経
営
を
民
間
に

委
託
し
て
い
る
。
高
砂
市
と
西
脇

市
の
衛
生
公
社
は
葬
儀
会
館
の
経

営
で
は
な
く
、
祭
壇
等
葬
儀
資
材

の
貸
し
出
し
と
人
材
の
派
遣
を
実

施
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
自
治
体

で
は
、
す
べ
て
民
間
が
葬
儀
会
館

を
建
設
し
、
経
営
し
て
い
る
の
が

現
状
。
加
西
市
の
場
合
は
、
葬
儀

Ａ

16
年
度
予
算
に
、
学

校
内
外
の
安
全
の
た

め
の
様
々
な
政
策
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
が
、
万
全
と
言
え
る

か
。 Ｑ 学

校
の
安
全
対
策
は
万
全
か

特
に
学
校
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
は
、
万
全
と

は
言
い
切
れ
な
い
が
、
14
年
度
か

ら
、
門
扉
、
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
な

Ａ

ど
を
し
て
き
た
。
ま
た
、
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
等
は
他
市
で
は
よ
く

言
わ
れ
る
が
、
限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
、
最
大
の
効
果
を
得
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
る
。
特
に
、
本
年

度
よ
り
実
施
し
た
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ

ス
ク
ー
ル
」
は
、
７
月
か
ら
１
月

に
か
け
て
、
全
小
学
校
で
立
ち
上

げ
、
地
域
の
方
々
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
学
校
安
全
に
大
き
な
成

果
を
あ
げ
て
い
る
。
県
下
で
も
、

加
西
市
の
「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
ス
ク
ー

ル
」
は
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

防
犯
ベ
ル
に
つ
い
て
は
、
来
年
度

よ
り
、
新
１
年
生
の
希
望
者
に
補

助
を
行
う
予
定
。
事
業
に
つ
い
て

は
継
続
し
て
い
き
た
い
。

つ
け
医
の
先
生
に
お
願
い
す
る
と

い
う
病
診
連
携
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

神
経
内
科
は
や
む
な
く
休
診
す

る
。
後
任
の
赴
任
が
遅
れ
て
お
り

休
診
に
至
っ
た
こ
と
は
極
め
て
痛

恨
で
あ
り
、
病
院
を
ご
利
用
い
た

だ
く
市
民
の
皆
様
に
申
し
訳
な
く
、

で
き
る
だ
け
早
く
再
開
す
る
よ
う

に
努
力
す
る
。

わっしょいスクールのボランティアの方々との交流
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し
て
い
る
。

現
在
交
渉
中
の
企
業
が
61
社
あ

り
、
数
社
は
交
渉
が
煮
詰
ま
り
つ

つ
あ
る
。
今
後
の
計
画
と
し
て
は
、

特
区
の
規
制
緩
和
に
よ
る
賃
貸
の

促
進
と
、
市
の
産
業
促
進
条
例
の

改
正
に
伴
う
優
遇
策
と
、
国
、
県

の
優
遇
措
置
を
前
面
に
打
ち
出
し

優
良
企
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

企
業
誘
致
対
策
課
の
設
置
は
、

地
域
経
済
の
活
性
化
と
市
税
の
増

収
が
緊
急
か
つ
重
要
課
題
で
あ
る

こ
と
は
重
々
承
知
し
て
い
る
が
、

現
行
の
体
制
で
、
県
土
地
開
発
公

社
、
県
の
東
京
事
務
所
と
関
係
機

関
と
連
携
を
強
化
し
て
頑
張
り
た

い
。
東
京
・
大
阪
の
事
務
所
の
設

置
は
県
が
嘱
託
の
企
業
誘
致
員
を

東
京
、
大
阪
に
配
置
し
、
企
業
の

情
報
を
逐
一
入
手
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
制
度
を
有
効
に
活
用
し
て
い

き
た
い
。

本
市
議
会
は
、
昨
年
12
月
議
会

に
お
い
て
、
議
案
第
72
号
「
加
西

市
幼
児
園
事
業
実
施
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」
に
対
し
て
、

保
護
者
の
理
解
を
得
る
た
め
一
層

の
努
力
を
す
る
こ
と
を
中
心
に
４

項
目
か
ら
な
る
附
帯
決
議
を
可
決

し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
「
８
月
ま

で
の
試
行
期
間
中
に
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
の
整
備
を
は
か
り
保

護
者
と
十
分
協
議
し
て
９
月
１
日

か
ら
合
同
保
育
を
実
施
す
る
こ
と
」

と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
し
た
。
執

行
者
よ
り
、
本
附
帯
決
議
の
趣
旨

も
尊
重
し
な
が
ら
関
係
者
と
調
整

を
重
ね
た
が
、
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
年
度
の
途
中
で
大
き
く
環
境

の
変
わ
る
９
月
合
同
保
育
実
施
よ

り
も
４
月
開
始
の
ほ
う
が
望
ま
し

い
と
い
う
意
見
が
多
く
出
さ
れ
、

４
月
合
同
保
育
開
始
で
実
施
し
た

い
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

※
附
帯
決
議
と
は
市
議
会
と
し

て
の
意
思
を
表
明
す
る
も
の
で
、

法
律
的
効
果
を
伴
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

財
政
再
建
推
進
計
画
で
行

政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
確
立

と
い
う
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
る
が
具
体

的
な
導
入
意
義
や
プ
ロ
セ
ス
は
。ま
た
、

評
価
結
果
の
公
表
は
十
分
に
な
さ
れ
る

の
か
。
最
終
的
に
市
民
の
声
が
反
映
さ

れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ｑ 行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
と
人
事
考
課

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の

導
入
目
的
は
、
①
行
政

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
資
源
配
分
、

②
職
員
の
意
識
改
革
、
③
市
民
参

画
社
会
へ
の
対
応
を
具
体
的
な
目

的
と
し
、
平
成
13
年
度
か
ら
試
行

実
施
し
、
15
年
度
に
お
い
て
本
格

的
に
実
施
し
て
い
る
。
①
に
つ
い

て
は
市
民
に
対
す
る
成
果
を
デ
ー

タ
化
す
る
こ
と
に
よ
り
総
合
計
画

に
基
づ
く
施
設
体
系
表
に
照
ら
し

16
年
度
予
算
に
反
映
さ
せ
て
い
る
。

②
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
事
務
事

業
に
つ
い
て
計
画→

実
施→

計
画

と
い
う
取
り
組
み
を
計
画→

実
施

→

見
直
し→

改
善
と
い
う
サ
イ
ク

ル
に
改
め
る
こ
と
に
よ
り
事
務
事

業
が
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
意
識

の
改
革
に
繋
が
っ
て
い
る
。
③
に

つ
い
て
は
評
価
結
果
を
公
表
す
る

こ
と
に
よ
り
市
民
に
も
事
務
事
業

に
つ
い
て
理
解
し
て
い
た
だ
き
そ

れ
を
も
と
に
改
善
意
見
等
を
提
出

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
に
な
っ
て
い
る
。

評
価
結
果
の
公
表
は
市
の
Ｈ
Ｐ

や
図
書
館
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、

各
公
民
館
な
ど
へ
の
備
え
置
き
や

市
広
報
、
区
長
会
や
各
市
民
団
体

へ
の
報
告
に
よ
り
周
知
し
て
い
る
。

Ａ

厳
し
い
財
政
状
況
を

打
開
す
る
た
め
に
、

産
業
団
地
へ
1
社
で
も
多
く
の

優
良
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
が

急
務
。
産
業
集
積
特
区
を
活
用

し
て
、
全
国
的
な
企
業
誘
致
活

動
を
一
層
よ
り
強
力
に
展
開
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
①
企
業

誘
致
の
取
組
状
況
と
今
後
の
計

画
は
。
②
企
業
誘
致
対
策
課
を

設
置
す
る
考
え
は
な
い
か
。
③

東
京
、
大
阪
に
事
務
所
を
設
置

し
て
積
極
的
に
全
国
的
な
展
開

を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

Ｑ 産
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致

特
区
認
定
を
昨
年
５
月

に
受
け
、
６
月
に
県
土

地
開
発
公
社
か
ら
全
国
の
大
企
業
、

１
万
７
千
社
と
中
堅
企
業
８
千
社

に
勧
誘
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を

発
送
、
今
年
１
月
、
２
月
に
は
日

経
新
聞
の
優
良
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ

３
０
０
社
の
う
ち
２
１
９
社
と
、

成
長
が
見
込
め
る
企
業
１
０
６
社

に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
を
送
り
、

進
出
や
設
備
投
資
等
の
意
向
を
確

認
し
、
意
向
を
持
つ
企
業
へ
の
訪

問
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
県
東

京
事
務
所
の
紹
介
企
業
へ
会
社
訪

問
、
並
び
に
現
地
案
内
等
を
実
施

Ａ

賀
茂
幼
児
園
の
４
月

合
同
保
育
開
始
に
つ
い
て

は
家
で
執
り
行
い
、
お
互
い
に
ご

近
所
で
助
け
合
う
と
い
う
良
い
慣

習
が
残
っ
て
い
る
こ
と
も
事
実
。

た
だ
、
一
部
の
市
民
か
ら
の
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
理
解

し
て
い
る
が
、
現
在
の
市
の
財
政

状
況
や
採
算
性
等
を
考
え
る
と
、

葬
儀
会
館
の
建
設
は
現
在
の
と
こ

ろ
難
し
い
。
ま
た
、
以
前
に
も
民

間
業
者
が
葬
儀
施
設
の
建
設
を
予

定
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
住
民
の
反

対
に
よ
り
、
実
現
し
な
か
っ
た
経

緯
が
あ
り
、
地
域
住
民
の
合
意
を

得
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
。

た
だ
加
西
市
の
場
合
は
、
兵
庫

み
ら
い
農
協
が
、
平
成
15
年
６
月

よ
り
、
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
と
し
て

祭
壇
等
資
材
の
貸
し
出
し
と
人
材

の
派
遣
を
実
施
し
て
い
る
の
で
、

兵
庫
み
ら
い
農
協
や
民
間
に
委
ね

た
い
と
考
え
る
。



（5）議会だより NO.99

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見
を求めることについて 原案答申

議案第１号 農業共済事業運営協議会委員の委嘱に
つき同意を求めることについて 原案同意

議案第２号 損害評価会委員の委嘱につき同意を求
めることについて 原案同意

議案第３号 議会の議員の報酬及び費用弁償等に関
する条例等の一部を改正する条例の制
定について 原案可決

議案第３号修正案 議会の議員の報酬及び費用弁償
等に関する条例等の一部を改正する条
例の制定について（修正案） 修正案否決

議案第４号 一般職の職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

原案可決
議案第５号 議会の議員その他非常勤の職員の公務

災害補償等に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 原案可決

議案第６号 加西市福祉医療費助成条例の一部を改
正する条例の制定について 原案可決

議案第７号 加西市ねたきり老人福祉年金条例を廃
止する条例の制定について 原案可決

議案第８号 加西市農業共済条例の一部を改正する
条例の制定について 原案可決

議案第９号 加西市水道事業給水条例の一部を改正
する条例の制定について 原案可決

議案第10号 加西市下水道条例の一部を改正する条
例の制定について 原案可決

議案第11号 加西市生活排水処理施設の設置及び管
理に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 原案可決

議案第12号 加西市火災予防条例の一部を改正する
条例の制定について 原案可決

議案第13号 兵庫県市町村職員退職手当組合規約の
一部を改正することについて 原案可決

議案第14号 加西市農業共済事業会計事務費の賦課
総額及び賦課単価を定めることについ
て 原案可決

議案第15号 市道路線の認定について 原案可決
議案第16号 市道路線の変更について 原案可決
議案第17号 平成15年度加西市一般会計補正予算

（第５号）について 原案可決
議案第18号 平成15年度加西市国民健康保険特別会

計補正予算（第３号）について 原案可決
議案第19号 平成15年度加西市介護保険特別会計補

正予算（第３号）について 原案可決
議案第20号 平成15年度加西市老人保健医療特別会

計補正予算（第２号）について 原案可決
議案第21号 平成15年度加西市水道事業会計補正予

算（第３号）について 原案可決
議案第22号 平成15年度加西市下水道事業会計補正

予算（第３号）について 原案可決
議案第23号 平成15年度加西市病院事業会計補正予

算（第２号）について 原案可決
議案第24号 平成16年度加西市一般会計予算につい

て 原案可決
議案第25号 平成16年度加西市有線放送電話特別会

計予算について 原案可決
議案第26号 平成16年度加西市国民健康保険特別会

計予算について 原案可決
議案第27号 平成16年度加西市介護保険特別会計予

算について 原案可決
議案第28号 平成16年度加西市老人保健医療特別会

計予算について 原案可決
議案第29号 平成16年度加西市公園墓地整備事業特

別会計予算について 原案可決
議案第30号 平成16年度加西市農業共済事業会計予

算について 原案可決
議案第31号 平成16年度加西市水道事業会計予算に

ついて 原案可決
議案第32号 平成16年度加西市下水道事業会計予算

について 原案可決
議案第33号 平成16年度加西市病院事業会計予算に

ついて 原案可決
平成15年請願第７号 市役所等における駐車料金

を徴収することについて 不採択
請願第１号 市立加西病院・神経内科を現状のまま

存続を求める請願書 採　択
請願第２号 わが国の食の安全と農業・稲作を守る

WTO農業協定の実現を求めることに
ついて 採　択

請願第３号 地方分権・自治発展・福祉向上に向け
た真の「三位一体改革」を求めること
について 採　択

意見書案第１号 食の安全確保とWTO農業交渉等
に関する意見書（案） 原案可決

陳　　　情 市発注工事の入札改善について 配　布

「今回、市役所駐車場の駐車料金徴収についての
請願が、法的に困難であること等の理由から不採択
となったわけでありますが、請願者の願意、つまり
市民にのみ財政再建のしわ寄せが行くのではなく、
議員、市職員が率先して財政再建に取り組んでほし
いという思いは、議員一同大変重く受け止めていか
ねばなりません。（議長閉会あいさつより）」

平成15年請願第7号

市役所等における駐車料金を徴収することについて

議 決 結 果

加 西 市 議 会

定 会例

第198回

平成16年3月1日（月）～24日（水）
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本
会
議
は
、
受
付
け
（
2
F
議

会
事
務
局
）
で
住
所
・
氏
名
な
ど

を
記
入
す
る
だ
け
の
簡
単
な
手
続

き
で
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。本

会
議
は
3
・
6
・
9
・
12
月

に
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

詳
し
い
日
程
に
つ
い
て
は
新

聞
、
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
広
報
し
ま
す
。

な
お
、
各
委
員
会
の
傍
聴
は
住

所
・
氏
名
な
ど
の
記
入
に
加
え
、

委
員
長
の
許
可
が
必
要
で
す
の
で

委
員
会
開
催
前
に
必
ず
議
会
事
務

局
に
そ
の
旨
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

蕁
0
7
9
0
瀚
8
7
9
0

（
議
会
事
務
局
直
通
）

答
弁

各
報
酬
は
神
戸
市
を
除
く
県
下
21
市
中
、
市
長
（
９
４
０，

０
０
０
円
（
改
正
前
は
９
８
０，
０
０
０
円
））
は
17
位
、
助
役
（
７

５
２，
０
０
０
円
（
同
７
８
４，
０
０
０
円
））
は
19
位
、
収
入
役
（
６

７
４，
０
０
０
円
（
同
７
０
３，
０
０
０
円
））
は
18
位
、
議
長
（
４
７

５，
０
０
０
円
（
同
４
８
５，
０
０
０
円
））、
副
議
長
（
４
０
０，
０
０

０
円
（
同
４
０
９，
０
０
０
円
））、
議
員
（
３
６
９，
０
０
０
円
（
同

３
７
７，
０
０
０
円
））
は
20
位
。

加
西
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
委
員
の
意
見
は
現
下
の
経
済
情

勢
、
加
西
市
の
財
政
状
況
か
ら
報
酬
額
の
引
き
下
げ
は
避
け
ら
れ
な

い
、
と
の
意
見
が
大
勢
を
占
め
た
。
12
年
の
答
申
か
ら
の
東
播
磨
地

域
の
消
費
者
物
価
指
数
の
下
落
が
３
％
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
職
員
の

給
与
改
定
率
が
３
年
間
で
マ
イ
ナ
ス
3.02
％
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
か
ら

引
き
下
げ
率
の
基
本
を
３
％
と
し
、
市
長
以
下
特
別
職
の
期
末
手
当

は
実
質
減
額
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
３
％
の
基
本
に
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
責
任
の
重
要
性
を
考
慮
し
１
％
上
乗
せ
し
４
％
と
し

た
。議

員
報
酬
は
議
員
定
数
の
削
減
を
実
施
、
前
回
Ｈ
12
の
答
申
に
お

け
る
意
見
を
考
慮
し
２
％
の
引
き
下
げ
に
と
ど
め
た
。
公
共
団
体
等

の
代
表
者
10
名
か
ら
な
る
審
議
会
の
慎
重
な
審
議
の
結
果
と
し
て
答

申
を
受
け
た
の
で
尊
重
し
提
案
し
た
。

加
西
市
の
財
政
状
況
を
考
え
る
と
議
員
報
酬
及
び
特
別
職
の
報

酬
を
引
き
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

改
正
に
よ
り
、
特
別
職
や
議
員
の
報
酬
は
神
戸
市
を
除
く
県
下

21
市
中
、
何
位
に
な
る
か
。
議
員
報
酬
及
び
特
別
職
の
報
酬
は
妥
当

な
額
と
思
わ
れ
る
か
。

質
議
よ
り

議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
等

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
３
号


